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奈良・薬師寺の国宝・佛足石の研究? : 左側面銘文
として刻された書と成立過程
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は、足跡のある上面と正面の銘文の採拓のため 紙張 を優先したため先ほどの理由により、今回 箇所（左側面）において紙面調整を図ったようで、三行目と四行目末尾、六行目と七行目の末尾に文字の重なりが一部みられ、十一行目と十二行目の行間上部に切り込みがある。それ以外、文字を傷つけないように上手く整え仕上げている。　
第十七行目は、 「仕奉」から始まるとする文献がある中で、今回
の調査で、原石を過眼すると最上部に明らかに「斤」 刻線がみえた。また熟視すると「しんにょう」下 刻線がみられ、 「近」文字であることが確認できた。ゆえに「近仕奉□□□人」 したい。　
ところが、この最終行（第十七行目）はこの垤和本精拓では、採















































































































































『大唐西域記』 『釈迦方志』 『法苑珠林』からは、鹿野園に仏足石が存在したという根拠を見出すことができなかった。だからと言って、 「上記三書以外に、鹿野園に仏足石が存在し ことを伝える書物が当時の日本に存在し、これを左側面銘文の作者が参照した」という可能性を否定することはできないが、上記三書に記されない記事の信憑性は高いとは言い難い。それゆえ に関しては、仏足石 所在地を誤って記した可能性が高いと見るべきではなかろうか。薬師寺仏足石の起源となっ 仏足石の所在地 ついては、次項「仏跡図第一本の成立」において、王玄策の行動記録を検討することを通して引き続き考察 おこなうこ とする。　
王玄策が見た仏足石が成立した年代については解明できないが、



















































































































方面を巡ったとしている。また 『法苑珠林』 巻一六 （大
正五三、 四〇五上） に顕慶二年 （六五七） に尼婆羅国 （ネパール） に行ったことが記されてい 。六、中世の佛足石　
前年度の調査の過程で、京都市左京区鹿ケ谷御所ノ段町にある法















手前石面の下段に人工的な切り欠きがあり、 佛像が浮彫されている。こちらも露天で風化が進み明 ではないものの三体ほどの佛像が認められる。 二例 みで評価すること 必ずしも適切とはいえない 、中世佛足石の形態的特徴として、側面に切 を設けて小 三躰を線刻していることが看取された。薬師寺佛足石は国宝に指定され、古代の貴重な石像遺物であるが、現在見ることのできる佛足石のほとんどが、近 江戸期以降の とさ い 。今回の調査で、中世の佛足石と推定され 安土城 法然院の二つの佛足石の存在 指摘できたことは、佛足石遺物の空白の時代であ 中世の佛足石研究の基礎となるものといえるだろう。また古代における佛足石も薬師寺のもののみというこ は考えにくい で、今後も調査を継続いきたいと考えている。七、結びにかえて　
本論考では、昨年の研究成果を踏まえて、国宝に指定されている
わが国最古とされる薬師 佛足石碑文 うち左側面銘文の解釈を行い、さらに、原刻写真と精拓本 碑文の比較検討に加 て、現
熟覧による調査から書線の確認を行って碑文の復元を試みた。また銘文の釈文と訳注を施し、佛足石成立の過程についても考察し薬師寺佛足石の碑文調査にあたっては、一般拝観時間終了後の人気のない大講堂で、懐中電灯の光を様々な角度から照射して、書道学の廣瀨を中心に摩滅して判読しがたい書線をたどりながら 字を読み取る作業に没頭した。不整形の佛足石碑文 角礫岩は、各所で剥落し磨耗した部位も多く、 碑文の判読は困難な個所が認め れたが、拓本や写真で明らかにできない部分を丁寧に読み取 た。我が国における佛足石は、唯一、薬師寺 国宝佛足石以外は すべて 江戸時代以降に作成されたものしか存在が指摘されておらず 石研究は足型の形式分類からそれぞれの形象 示す佛教的な意味の考察が大半を占めている。本研究では 最古の佛足石の碑文研究から日本での佛足石の原点の意義を考察し、古代の人々が佛足石を拝することでど ような幸せを感じることができた かについて思い はせつつ正確な碑文の復元と解釈を試みるも ある。　
また指摘されてこなかった中世の佛足石の発見に努めてその空白



























また『法苑珠林』巻三五（大正五三、 五五九中）でマガダ国の首都王舍城付近のことを記した記事の中に、 「大唐使人王玄策等、前後三廻。往彼見者非一」とあるのも三回の派遣と関連するかもしれない。現在のインド、ビハール州にある。『信長公記』安土城築城以前は、 『大乗院文書』正和二年十一月日 「豊浦庄検注目録」によれば「安土寺」という寺院が存在していたこ がわか 。天正四年の安土城築城開始以前の安土山は、 「常楽寺」という寺院があったため常楽寺山とよばれていたが、織田信長が、鎌倉時代の『安土寺』から安土山としたもの 考えられている。しかし安土寺と常楽寺の関連性は不明で が、安土城仏足石がこのいずれかの中世寺院の遺物であることは間違いない。
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